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	講演の概要

陸上植物の細胞壁は、分化、成長をはじめ、維管束機能、生体防御機能など、植物の生命活動のほぼ全域に亘り、枢軸となる役割を担う重要な細胞装置である。その機能の多元性は、構造の多様性と複雑性に表れている。細胞壁は、多糖類、細胞壁タンパク質、リグニンから構成されている。多糖類は、細胞壁の基盤となる骨組みであり繊維構造を取るセルロース、セルロース繊維間を架橋するヘミセルロース、pHやイオンバランス調節そして細胞間接着を制御する役割をするペクチンに大別される。これらの多糖類を中心とした植物細胞壁構造は、組織や細胞型ごとに異なるばかりでなく、発生段階を通して常に変動し、生理状態や環境刺激に敏感に応答する。細胞壁の制御メカニズムと機能に関する研究はシロイヌナズナをはじめとする双子葉植物を用いて行われてきたが、まだまだその知見が乏しい。
　一方、双子葉植物と同じく地球上に非常に広く生育している単子葉植物については、さらに明らかになっていないことが多い。しかし、単子葉植物は、双子葉植物から新生代に進化してきたものと言われているが、セルロース以外は、質・量ともに双子葉植物とは全く異なる細胞壁ネットワークを有しており、またその構成および架橋構造は比較的単純なものとなっている。以上のことから、イネは細胞壁架橋の研究の発展に有利な材料であると考えられる。
　そこで私たちは、特にペクチン、ヘミセルロース（キシラン）、細胞壁タンパク質の存在量を減少または欠損させたイネを作出することで、どの細胞壁多糖類成分が、どのような役割を担っているのかについて調査することにした。現在までに完了したスクリーニングで、生殖過程に異常が生じた形質転換イネおよび遺伝子を４つ、栄養成長に異常が生じたものが３つを得ている。生殖成長に関して異常が生じたものでは、細胞壁が花の組織形成にどのように関わっているかについて紹介する。また、栄養成長に異常が生じたものの中には、力学的性質が弱いものも得られたが、逆に強く折れにくい性質を持ちセルロース含量の多いものも得られた。これらのバイオマスの性質に関わるものは、バイオ燃料等のバイオマス利用に有効であると考えている。これらの研究結果を紹介しながら、細胞壁成分の変化がどのように植物の成長に影響を与えるのかについて議論したい。
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